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　12月12日に軽米中央公民館で開催された

町老人クラブ芸能大会。町内の老人クラブ

から約40人が参加。自慢の歌や踊りをはつ

らつと披露し、来場した約130人の参加者

を楽しませました。

■新年のあいさつ　……………………２■新年のあいさつ　……………………２
■職員不祥事再発防止■職員不祥事再発防止
　対策検討会議検討結果報告　………３　対策検討会議検討結果報告　………３
■申告の準備は順調ですか　…………４～５■申告の準備は順調ですか　…………４～５
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今月の主な内容今月の主な内容

はつらつと 華麗に舞う
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軽米町長

山本賢一

新年のごあいさつ

軽
米
町
職
員
不
祥
事

再
発
防
止
対
策
検
討
会
議

　

職
員
服
務
行
動
指
針
の

　

策
定
お
よ
び
公
表

　

今
回
の
不
祥
事
を
全
職
員
が

重
く
受
け
止
め
、
初
心
に
立
ち

返
り
、
町
職
員
と
し
て
の
倫
理

の
保
持
や
公
正
・
公
平
・
透
明

な
職
務
執
行
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
町
職
員
と
し
て
求
め
ら

　

所
属
長
の
定
期
的
な

　

ヒ
ヤ
リ
ン
グ

　

各
職
場
に
お
い
て
は
、
個
人

の
月
間
業
務
シ
ー
ト
を
毎
月
末

に
作
成
し
、
グ
ル
ー
プ
長
、
所

属
長
の
確
認
を
得
る
。
ま
た
、

こ
の
シ
ー
ト
は
、
各
職
場
に
お

い
て
、
い
つ
で
も
全
職
員
が
閲

覧
で
き
る
よ
う
配
置
す
る
。

　

事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

の
作
成

　

各
課
の
所
管
す
る
事
務
に
つ

い
て
、
事
務
処
理
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
を
進
め
、
事
務
の
進
捗
状

況
を
明
ら
か
に
し
、
担
当
不
在

に
お
い
て
も
対
応
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
検
討
す
る
。

　

情
報
の
共
有

　

課
長
、
グ
ル
―
プ
長
、
グ
ル

ー
プ
内
の
定
期
的
な
会
議
を
開

催
し
、
事
務
事
業
の
進
捗
な
ど

情
報
に
つ
い
て
、
全
庁
職
員
の

情
報
の
共
有
化
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
町
が
行
う
事
務
事
業

等
に
お
い
て
、
個
人
情
報
の
保

護
を
順
守
し
つ
つ
、
本
人
の
承

諾
を
基
に
関
係
課
へ
の
必
要
な

情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

　

研
修
の
適
切
な
実
施

　

職
員
の
職
務
遂
行
能
力
の
向

上
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

を
図
る
た
め
、
年
齢
、
職
務
経

験
、
役
職
ご
と
に
細
や
か
な
研

修
を
充
実
さ
せ
る
。

　

特
に
新
採
用
、
若
手
職
員
を

対
象
に
、
課
長
等
の
管
理
職
が

指
導
者
と
な
る
定
期
的
な
研
修

を
実
施
す
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

不
足
の
解
消

　

職
員
同
士
の
連
携
や
風
通
し

の
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
毎
日
の

課
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
各
職

員
か
ら
１
日
の
主
な
業
務
の
予

定
を
発
言
さ
せ
る
。

　

服
務
徹
底
の
啓
発

　

毎
月
の
給
与
明
細
書
余
白
等

に
服
務
徹
底
の
標
語
を
掲
載
す

る
。
ま
た
、
各
職
員
の
パ
ソ
コ

ン
上
に
服
務
徹
底
の
標
語
を
掲

載
す
る
。

　

町
で
は
、
平
成
25
年
４
月
に
判
明
し
た
固
定
資
産
の

未
評
価
・
評
価
済
未
課
税
の
問
題
を
重
く
受
け
と
め
、

第
三
者
委
員
会
で
あ
る
町
職
員
不
祥
事
再
発
防
止
対
策

検
討
会
議
（
田
名
部
晴は

る

夫お

委
員
長
）
を
設
置
し
、
問
題

の
原
因
や
背
景
、
再
発
防
止
に
つ
い
て
、
協
議
・
検
討

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
会
議
か
ら
報
告
い
た
だ
い
た
再

発
防
止
へ
の
取
り
組
み
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
に
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
昨
年
の
家
屋
等

未
評
価
問
題
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
と
ご
心

配
を
お
か
け
し
、
心
か
ら
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
対

象
家
屋
86
棟
す
べ
て
の
評
価

は
終
了
し
、
時
効
と
な
っ
た

１
２
３
万
円
を
除
い
た
未
課
税

額
１
３
０
３
万
円
に
つ
い
て

は
、
納
税
者
の
方
へ
訪
問
に
よ

る
お
詫
び
と
説
明
を
行
い
な
が

ら
、
納
付
手
続
に
つ
い
て
ご
理

解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
納
税
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
今
後
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
問
題
を
発
生
さ
せ
な
い
た

め
、
第
三
者
委
員
に
よ
る
軽
米

町
職
員
不
祥
事
再
発
防
止
対
策

検
討
会
議
で
の
協
議
・
検
討
結

果
を
基
に
職
員
の
行
動
指
針
を

策
定
し
、
職
員
の
服
務
徹
底
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
単
独
補
助
事
業

で
整
備
し
た
牛
舎
等
の
建
築
確

認
未
申
請
問
題
に
つ
い
て
は
、

事
業
実
施
主
体
を
指
導
す
る
立

場
と
し
て
、
問
題
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
早
急
に
違
反
状
態
の

是
正
と
再
発
防
止
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
当
町
出
身
の
中
里
優
介

君
が
花
巻
東
高
校
の
投
手
と
し

て
第
95
回
甲
子
園
大
会
で
、
ベ

ス
ト
４
と
な
る
原
動
力
と
し
て

活
躍
し
た
こ
と
や
岩
手
県
立
軽

米
高
校
音
楽
部
が
第
80
回
Ｎ
Ｈ

Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

県
大
会
で
、
４
年
連
続
し
て
金

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
町
民
に
夢

と
元
気
を
与
え
る
活
躍
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
町
内

の
中
学
校
が
１
校
、
小
学
校
は

３
校
に
統
合
す
る
こ
と
に
伴

い
、
軽
米
小
学
校
新
築
な
ど
学

校
教
育
環
境
の
整
備
や
晴
山
地

区
に
常
設
保
育
園
を
設
置
す
る

た
め
、
調
査
・
設
計
等
を
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
26
年
度
は
い
よ
い
よ
建
設

に
入
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ

て
も
、
資
源
循
環
型
農
業
の
振

興
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
雇
用

の
拡
大
、
町
民
に
身
近
な
社
会

資
本
整
備
な
ど
町
民
の
皆
様
と

の
協
働
を
基
本
と
し
た
町
づ
く

り
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

特
に
も
、
地
域
資
源
を
活
か
し

た
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
町
内
に
お
け

る
地
元
雇
用
を
促
進
す
る
た

め
、
昨
年
創
設
し
ま
し
た
地
域

雇
用
促
進
奨
励
金
制
度
の
活
用

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
米
小
学
校
の
屋
外

環
境
整
備
、
既
存
建
物
解
体

撤
去
を
進
め
る
と
と
も
に
、

２
０
１
６
い
わ
て
国
体
軟
式
野

球
競
技
開
催
に
向
け
た
施
設
環

境
の
整
備
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
軽
米
高
校
の
維
持
・
発

展
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら

通
学
費
助
成
の
拡
充
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
へ
の
混
乗
な
ど
、
一
層

の
支
援
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

福
島
原
発
事
故
以
来
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
鶏
糞
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
な

ど
の
施
設
の
誘
致
し
、
雇
用
の

場
や
観
光
・
交
流
人
口
の
拡
大

な
ど
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
の
著
し
い
二

戸
消
防
署
軽
米
分
署
の
改
築
事

業
や
施
設
の
充
実
な
ど
を
図

り
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
・
安

心
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
新
軽
米
町
総
合

発
展
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
が

自
分
た
ち
の
町
に
愛
着
と
誇
り

を
持
ち
、
共
に
住
み
、
共
に
暮

ら
し
て
い
く
、
夢
の
あ
る
郷
土

を
め
ざ
し
た
町
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。
町
民
の

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
致
し
ま
す
。

　

安
全
運
転
の
啓
発

　

職
員
の
安
全
運
転
や
交
通
事

故
防
止
を
図
る
た
め
、
朝
礼
等

を
活
用
し
た
安
全
運
転
推
進
の

た
め
の
標
語
の
唱
和
を
行
う
。

　

ま
た
、
職
員
の
運
転
免
許
証

の
有
効
期
限
の
確
認
を
定
期
的

に
行
い
、
公
用
車
の
運
転
前
に

は
、
所
属
長
等
が
運
転
免
許
の

所
持
を
確
認
す
る
。

　

組
織
体
制
、
職
務
権
限

　

の
見
直
し

　

グ
ル
ー
プ
長
の
果
た
す
役

割
、
職
務
を
明
確
に
し
、
各
課

の
グ
ル
ー
プ
分
掌
事
務
に
つ
い

て
再
検
討
す
る
。

　

各
職
場
に
お
け
る
書
類
の
保

管
の
整
理
を
徹
底
し
、
個
人
で

の
保
管
は
厳
禁
と
す
る
こ
と
を

徹
底
す
る
。

　

そ
の
他

　

職
員
一
人
一
人
が
公
私
の
区

別
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、
町
職

員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
の
あ

る
行
動
を
率
先
し
、
模
範
を
示

す
。

れ
る
姿
勢
や
心
構
え
を
明
記
し

た
町
職
員
服
務
行
動
指
針
を
策

定
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
を
職

場
内
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、

各
自
に
カ
ー
ド
と
し
て
携
帯
さ

せ
る
。
ま
た
、
町
民
に
公
表
し

て
職
員
の
姿
勢
や
服
務
徹
底
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

検
討
結
果
報
告
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月　日 受付場所・時間 受 付 行 政 区

２月12日(水) 役場小軽米出張所
９：00～11：00
13：00～15：00

河北、沢田

13日(木) 上・下河南、松ノ脇、百目金

14日(金) 八木沢、屋敷、市野々、小玉川

17日(月) 役場晴山出張所
９：00～11：00
13：00～15：00
※17日は9：30～

上・下晴山、早渡、内城、上・下野場、高清水

18日(火) 横枕、沼、観音林東・西・南・北、山口、貝喰

19日(水) 駒木、大久保、上・下谷地渡、平、中村、和当地、竹谷袋、新井田、大清水、駒板

20日(木) 2月17日から2月19日に割り当ての行政区で申告をできなかった方

21日(金)

農村環境改善センター
（役場隣）
１階大会議室

９：00～11：00
13：00～15：00
※21日は9：30～

高柳、鶴飼、笹渡、百鳥

23日(日) 休日申告相談（主に給与所得等確定申告・還付及び合算）

24日(月) 上新町、大町、元屋町

25日(火) 下新町

26日(水) 仲軽米、沢里、上舘、新光団地、緑ヶ丘

27日(木) 萩田、仲町、本町

28日(金) 蓮台野、荒町、門前

３月３日(月) 向川原、桜山

４日(火) 外川目、君成田、山田、岩崎、車門

５日(水) 戸草内、上・下増子内、七ツ役、東台、東

６日(木) 蜂ケ塚、米田、牛ケ沢、民田山、大久保

７日(金) 上円子、下円子上・下組、板橋、蛇口、大沢

10日(月) 駒木、新大鳥、長倉、上・下尾田、小松、苅敷山、向高家、高家、西里

11日(火) 晴山・小軽米地区の行政区で割り当ての日に申告できなかった方

12日(水) 軽米地区の行政区で割り当ての日に申告できなかった方

13日(木)

町内全域で申告を済ませていない方14日(金)

17日(月)

■■平成25年度平成25年度申告相談日程表■申告相談日程表■

　

町
・
県
民
税
（
国
民
健
康
保
険
税
）
と
所
得
税
の
確
定
申

告
の
時
期
を
迎
え
、
町
で
は
２
月
12
日(

水)

か
ら
３
月
17
日

(

月)

ま
で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
必
要
な
書
類
を

準
備
し
て
、正
し
く
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
軽

米
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次
の

①
～
③
に
該
当
す
る
方
以
外
は
、

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

②
給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
か
ら

｢

給
与
支
払
報
告
書
」
が
町
に

提
出
さ
れ
て
い
る
方

③
65
歳
以
上
で
収
入
が
公
的
年
金

の
み
の
方

○申告に必要な書類は、各出張所にも○申告に必要な書類は、各出張所にも備えて備えておきますのでご利用くおきますのでご利用く

ださい。ださい。

○○２月17日（月）と21日（金）は２月17日（月）と21日（金）は、準備の都合により受付時間が遅、準備の都合により受付時間が遅

くなります。くなります。

○○２２月月2323日日（日）（日）は、お勤めの方で、割り当ては、お勤めの方で、割り当てのの日に都合のつかな日に都合のつかな

い方に向けてのい方に向けての休日休日相談日で相談日です。す。

※※例年大変混み合います。例年大変混み合います。収入・支出の内収入・支出の内

訳や医療費など訳や医療費などの額を計算しの額を計算して、事前て、事前

に書類を整理しておいでください。に書類を整理しておいでください。

○受付行政区を割り当てていますが、日程の○受付行政区を割り当てていますが、日程の

都合がつかない方はどの日でも申告するこ都合がつかない方はどの日でも申告するこ

とができます。ただし、とができます。ただし、申告期限（３月17申告期限（３月17

日）の間際になりますと、大変日）の間際になりますと、大変混みあいま混みあいま

すので早めに申告をすませてください。すので早めに申告をすませてください。

　

営
業
や
農
業
、
不
動
産
な
ど
の

事
業
所
得
は
、
実
際
の
収
入
金
額

を
基
に
計
算
し
ま
す
。
収
入
、
支

出
の
記
帳
、
販
売
明
細
書
や
領
収

書
な
ど
、
収
入
金
額
や
支
出
金
額

の
分
か
る
書
類
を
必
ず
保
存
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

収
支
内
訳
書
な
ど
の
用
紙
、
昨

年
の
内
訳
書
の
写
し
な
ど
が
必
要

な
方
は
、
税
務
会
計
課
ま
で
ご
照

会
く
だ
さ
い
。

■
次
に
該
当
す
る
方
は
申
告
が
必

要
で
す

・
事
業
（
営
業
・
農
業
な
ど
）
所

得
、
不
動
産
所
得
、
公
的
年

金
以
外
の
雑
所
得
な
ど
の
所

得
が
あ
る
人

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

※　　　がついている日は会場までバスを運行します。時間などの詳細は

平成26年１月22日発行の「広報お知らせ版」でお知らせする予定です。成 年

申
告
の
準
備
は
順
調
で
す
か

申
告
の
準
備
は
順
調
で
す
か

町
・
県
住
民
税(

国
民
健
康
保
険
税)･

所
得
税

※
前
年
度
に
所
得
税
の
確
定
申
告

を
行
っ
た
方
に
は
、
税
務
署
か
ら

申
告
書
類
が
送
付
さ
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
住
民
税
の
申
告
書
は
配

布
し
ま
せ
ん
。

申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
？

　

●
役
場
税
務
会
計
課

　
　
　

（
☎
46
‐
４
７
３
７
）

　

●
二
戸
税
務
署

　
　
　

（
☎
23
‐
２
７
０
１
）

☆
注
意

①
自
分
で
収
入
・
支
出
を
計
算
し

所
得
額
等
の
必
要
事
項
を
記

入
し
た
方
（
収
支
内
訳
書
、

生
命
保
険
や
国
民
年
金
な
ど

の
控
除
証
明
書
を
忘
れ
ず
に

添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

②
収
入
が
な
い
方
（
必
ず
「
収
入

な
し
」
の
旨
を
申
告
書
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
学
生
の

方
な
ど
も
含
み
ま
す)

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

/

）

や
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
、
確
定

申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

平
成
11
年
～
18
年
末
ま
で
お
よ

び
21
年
か
ら
25
年
中
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場

合
は
、
翌
年
度
の
町
・
県
民
税

（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で
き
ま

す
。

今回の申告から適用される改正点今回の申告から適用される改正点

○平成26年度から個人町民税・県民税の均等○平成26年度から個人町民税・県民税の均等
　　割の税率が変わります。割の税率が変わります。

　東日本大震災を踏まえて、町や県が実施する防災・　東日本大震災を踏まえて、町や県が実施する防災・

減災事業に必要な財源を確保するため、平成26年度か減災事業に必要な財源を確保するため、平成26年度か

ら10年間に限り、個人町民税均等割が年額3,000円から10年間に限り、個人町民税均等割が年額3,000円か

ら3,500円に引き上げられます。また県民税の均等割ら3,500円に引き上げられます。また県民税の均等割

も年額2,000円から2,500円になります。町ではこの財も年額2,000円から2,500円になります。町ではこの財

源を災害に強い町づくりのために充てる予定です。町源を災害に強い町づくりのために充てる予定です。町

民の皆様には、ご理解とご協力をお願いします。民の皆様には、ご理解とご協力をお願いします。

H25年度まで
H26年度から
H35年度まで

町民税均等割 3,000円 3,500円

県民税均等割 2,000円 2,500円

合計 5,000円 6,000円

■早めの準備で正しく申告しましょう■

い
を
受
け
て
い
て
年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
方

・
医
療
費
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど

源
泉
徴
収
票
の
控
除
に
変
更

が
あ
る
方

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
（
所
得
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
申
告
が
必
要
。
申
告

を
し
な
い
と
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
の
対
象
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

・
所
得
が
な
い
方
や
扶
養
さ
れ
て

い
る
方
で
、
後
日
、
所
得
証

明
書
が
必
要
に
な
る
方

※
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
方
は
、
申
告

書
が
配
布
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

営
業
や
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
引

き
き
れ
な
か
っ
た
方
は

次
の
方
は
郵
送
で

提
出
で
き
ま
す

電
子
申
告
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

農
業
所
得
に
お
い
て

「
農
業
者
経
営
所
得
安
定

対
策
交
付
金
」
な
ど
は
申

告
が
必
要
で
す
。
決
定
通

知
の
日
が
平
成
25
年
中
で

あ
れ
ば
、
今
回
の
取
扱
い

に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

「
交
付
決
定
通
知
書
」
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

早めのご準備をお願いします
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本
年
度
の
懇
談
会
で
は
、
町

か
ら
の
配
布
資
料
を
も
と
に

「
行
政
区
活
動
交
付
金
・
地
域

活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
」、

「
公
共
交
通
の
見
直
し
」、「
ご

み
減
量
化
の
推
進
」
の
３
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
参
加
者
か
ら
は
、
町

の
説
明
に
対
す
る
質
問
や
意

見
、
地
域
の
課
題
や
要
望
な
ど

延
べ
１
１
２
件
の
発
言
を
い
た

だ
き
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
や
意
見
と
、
町
か

ら
の
回
答
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。(

【

Ｑ
】

は
質
問
の
要
旨
、

【

Ａ
】

は
町
の
解
答
要
旨
）

住みよいまちづくりを目指して
平成25年度地域懇談会

　町民の皆さんと今後のまちづくりについて話し合う、平
成25年度地域懇談会が11月６日から12月５日にかけて町内
13会場で開催されました。町民と町議会議員、山本賢一町
長をはじめ町職員など、延べ376人が参加。112件の質問や
提言などが出され、地域の課題や今後のまちづくりについ
て話し合われました。懇談会の主な内容を紹介します。

概
要
紹
介

【
Ｑ
】
閉
校
と
な
る
校
舎
な
ど

の
活
用
の
方
向
は
？

【
Ａ
】
９
・
10
月
に
各
地
区
で

懇
談
会
な
ど
を
開
催
し
、
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
頂
い

た
。
今
後
も
事
例
研
修
会
や
意

見
を
伺
う
機
会
を
つ
く
り
、
よ

り
よ
い
利
活
用
に
つ
い
て
、
住

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
】
小
中
学
生
を
乗
せ
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
高
校
生
が
乗
る

こ
と
は
可
能
か
？

【
Ａ
】
高
校
生
の
混
乗
希
望
数

を
確
認
し
、
来
年
度
か
ら
混
乗

を
認
め
る
こ
と
で
進
め
て
い

る
。
た
だ
し
、
路
線
バ
ス
が
通

っ
て
い
る
地
域
の
学
生
に
つ
い

て
は
、
通
学
費
を
助
成
（
月

２
万
円
を
上
限
）
す
る
の
で
、

路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
公
共
交
通
の
維
持
に
協
力

を
お
願
い
す
る
。

施
策
紹
介

★
行
政
区
活
動
交
付
金
…
行

政
区
の
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
各
行
政
区
に
交
付
し
て

い
ま
す
。
（
基
本
額
３
万
円

＋
１
世
帯
あ
た
り
１
千
円
）

★
地
域
活
動
支
援
事
業
費
補

助
金
…
地
域
が
抱
え
る
諸
課

題
に
対
し
住
民
自
ら
の
創
意

工
夫
に
よ
る
自
主
的
・
主
体

的
に
取
り
組
む
事
業
の
経
費

の
一
部
を
補
助
し
、
地
域
の

個
性
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
平
成

24
年
度
は
45
団
体
が
利
用

し
、
合
計
65
事
業
に
６
，
７

１
９
千
円
の
補
助
金
を
交
付

し
ま
し
た
。

★
公
共
交
通
の
見
直
し
…
来

春
の
学
校
統
合
に
合
わ
せ
、

公
共
交
通
の
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。
主
な
内
容
は
、

町
中
心
街
を
巡
回
す
る
「
ま

ち
な
か
線
」
の
運
行
や
町
民

バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
、

高
校
生
の
通
学
費
助
成
（
上

限
２
万
円
）
な
ど
で
す
。

→

【
Ｑ
】
少
子
化
の
歯
止
め
と
な

る
方
策
は
？

【
Ａ
】
町
と
し
て
も
少
子
高
齢

化
は
最
重
要
課
題
で
す
。
ま
ず

は
若
者
の
雇
用
を
創
出
し
、
定

住
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。

現
在
、
食
産
業
や
太
陽
光
発
電

な
ど
の
企
業
誘
致
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
も
、
保
育
料
の
減
免
、
給

食
費
に
つ
い
て
は
高
校
生
ま
で

３
割
補
助
、
通
学
費
の
補
助
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

■
教
育

【
Ｑ
】
地
域
の
街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
し
た
い
が
な
に
か
方
法
は
？

【
Ａ
】
地
域
活
動
支
援
事
業
費

補
助
金
が
活
用
で
き
ま
す
。
ご

希
望
の
際
に
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
く
ら
し

【
Ｑ
】
バ
ス
路
線
の
見
直
し
に

実
際
に
バ
ス
利
用
者
も
参
画
さ

せ
て
欲
し
い
。

【
Ａ
】
見
直
し
に
あ
た
っ
て

は
、
民
間
の
バ
ス
会
社
や
交
通

関
係
団
体
で
組
織
す
る
公
共
交

通
協
議
会
で
意
見
を
頂
き
な
が

ら
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
座
談

会
や
乗
車
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

実
施
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
意

見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
ま

す
。
今
後
も
意
見
を
頂
き
な
が

ら
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
】
古
着
回
収
事
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
回
収
さ
れ
た
も
の

を
見
る
と
ま
だ
ま
だ
着
ら
れ
る

も
の
も
あ
る
。
希
望
す
れ
ば
、

も
ら
え
る
の
か
？

【
Ａ
】
今
後
は
古
着
を
出
さ
れ

た
方
の
気
持
ち
を
勘
案
し
な
が

ら
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
や
空
き
店
舗
で
の
販
売
な

ど
、
有
効
な
利
用
方
法
を
検
討

→

■
ま
ち
づ
く
り

【
Ｑ
】
民
間
業
者
に
よ
る
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
な
ど
、
大
き

な
事
業
が
控
え
て
い
る
。
業
者

に
は
、
町
内
の
商
工
業
を
利
用

し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
業
者
・

行
政
・
町
民
が
意
見
交
換
を
行

う
懇
談
会
を
開
い
て
欲
し
い
。

【
Ａ
】
電
気
工
事
な
ど
は
、
地

元
業
者
の
参
入
を
お
願
い
し
て

い
く
。
ま
た
、
燃
料
や
食
品
に

つ
い
て
も
、
地
元
の
も
の
の
積

極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
懇
談
会
は
、

大
変
い
い
考
え
な
の
で
、
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

■
産
業
振
興

【
Ｑ
】
農
家
な
ど
は
若
い
人
が

頑
張
っ
て
い
る
。
経
営
な
ど
の

知
恵
を
与
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
ほ
し
い
。

【
Ａ
】
和
牛
や
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、

養
豚
な
ど
畜
産
に
は
若
い
人
も

増
え
、
い
い
追
い
風
が
吹
い
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
ま
た
、

飼
料
用
米
に
つ
い
て
も
、
取
り

組
み
を
続
け
、
農
家
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
は
反
対
だ
が
、
そ
う
い
う
流

れ
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
基

盤
を
強
く
し
て
、
後
継
者
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

地域懇談会アンケート結果

　地域懇談会をより充実したものとするため、参

加者を対象としたアンケートを実施しました。ア

ンケート結果を参考に今後の開催時期や日程を計

画していきます。結果の概要は以下のとおりで

す。（回答者：男96人、女38人、計１３４人）

■参加者について

　60代が49人

と一番多く、続

いて70歳以上

（40人）、50

代（30人）で

した。

■参加しやすい開催時期

　秋に参加しやすいという意見が全体の63％と

一番多く、続いて冬（８％）、夏（５％）となり

ました。また、季節は関係ないという意見が21

％となりました。

■参加しやすい曜日・時間帯

　平日の夜が全体の63％と一番多く、続いて土

日の夜（16％）、平日の日中（12％）、土日の

日中（９％）となりました。

■地域懇談会に関する自由意見（抜粋）

　○町の現状を生で聞けるのはいいと思います。

　○参加者の意見が多く出されて参考になった。

　○話しやすい雰囲気づくりをしてほしい。

　○参加人数が少なくて残念。もっとみんなで参

　　加して欲しい。

し
て
い
き
た
い
。

★
ご
み
減
量
化
の
推
進
…
今

年
度
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
の
も
と
、
５
月
か
ら
生
ご

み
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
分
別
収
集
、
９
月
か

ら
古
着
回
収
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み
処

理
機
な
ど
の
購
入
費
の
補
助

も
実
施
し
、
ご
み
の
減
量
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
減
量
効
果(

10
月
末
現
在)

　

○
生
ご
み　

約
40
ｔ

　

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

　
　

包
装　
　

約
10
ｔ

　

○
古
着　
　

約
4.7
ｔ
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町総体ゲートボール競技

小玉川と観音林が優勝
　第36回軽米町総合体育大会のゲー

トボール競技第33回大会が12月１日

に、おかりや元気館で行われました。

町内から８チーム48人が参加。熱戦

の結果、小玉川と観音林が優勝しまし

た。上位入賞チームは以下のとおりで

す。（○に数字は順位）

【Ａブロック】

　①小玉川　②米田　③軽米中央

【Ｂブロック】

　①観音林　②上舘連合　③円子

▲見事優勝に輝いた小玉川チーム（上）と

　観音林チーム（下）の皆さん

軽 米 幼 稚 園 が 優 秀 賞
イー歯トーブ未来の８０２０表彰

　軽米幼稚園（圃田

清
きよ

和
かず

園長）は第10

回イー歯トーブ未来

の8020表 彰（ 岩 手

県歯科医師会が主

催）でみごと優秀賞

に輝きました。同園

で は、 昨 年 度 か ら

フッ素洗口に取り組

んでいるほか、朝晩

の歯みがきを確認するカレンダーを毎月作成し、家

庭でのむし歯予防にも取り組んでいます。PTA教

養部長の若山由
ゆ

貴
き

子
こ

さんは「カレンダーを頑張った

子には園内に掲示しているがんばりカードに貼る

シールをあげるようにしました。子どもたちはシー

ルを集めながら、楽しんで歯みがきをしてるですよ」

と歯みがき習慣への工夫を話していました。また、

圃田園長は「園児とPTA、歯科医師の皆さんが共

に取り組んだ結果が認められた。継続して歯の健康

を推進していきたい」と決意を新たにしていました。

受賞を喜ぶ園児とPTAの皆さん

フッ素洗口に
取り組む園児

　国民年金は、日本に住む20歳以

上60歳未満のすべての人が加入す

る制度です。届出は加入するとき

だけでなく、次のようなときにも

必要です。もし、届出をしなけれ

ば年金額が少なくなったり、受け

られなくなる場合がありますの

で、忘れずに届出をしましょう。

◆20歳になったとき（厚生年金や

　共済年金加入者を除く）

◆会社を退職したとき（厚生年金

　や共済年金加入者の場合）

◆配偶者に扶養されていたが、配

　偶者が厚生年金、共済年金を辞

　めたとき

消防自動車を配備

軽米分署に配備された消防自動車

み ん な の 国 民 年 金
も っ と 知 ろ う

こんなとき、届出が必要です

※詳しくは、役場町民生活課（☎
４６－４７３４）または二戸年金

事務所（☎２３－４１１１）にお

問い合わせください。

　二戸消防署軽米分署では、消防

自動車の老朽化に伴い、平成25

年12月に新しく水槽付消防ポン

プ車を導入しました。町全域の火

災や災害時に出動し、町民の安全

確保への活躍が期待されます。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
発
展
へ

の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
田
頭
一か

ず

男お

さ
ん
が
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
功
労
者
表
彰
、
滝
沢
利と

し

宏ひ
ろ

さ
ん
が
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
30
年
勤
続
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

田
頭
さ
ん
は
30
年
以
上
に
わ

た
り
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

勤
め
ら
れ
た
ほ
か
、
同
委
員
協

議
会
副
会
長
や
町
体
育
協
会
副

会
長
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
ま

た
軽
米
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
し
て
、
今
な
お
指
導
を

続
け
な
が
ら
、
組
織
の
強
化
、

後
輩
の
指
導
、
大
会
の

企
画
運
営
な
ど
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

滝
沢
さ
ん
は
30
年
以

上
に
わ
た
り
町
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
を
勤
め
ら

れ
た
ほ
か
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
は
じ
め
各
種

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促

進
、
指
導
に
努
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
軽
米
町

総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
の
立
ち
上

げ
お
よ
び
普
及
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

山本賢一町長に受賞の報告に訪れた田頭さん㊨と滝沢さん㊧

「中学生の税についての作文」
　岩手県納税貯蓄組合連合会優秀賞

  梅木 志歩 さん（小軽米中３年）

　

第
33
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
岩
手
県
大
会
（
盛
岡

地
方
法
務
局
・
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
主
催
）
で
、
軽
米
中
学
校

の
細
谷
地
瑠
唯
さ
ん
（
３
年
）
が

田
頭 

一
男 

さ
ん

滝
沢 

利
宏 

さ
ん

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
表
彰

「人権作文コンテスト岩手県大会」
　審査員特別賞・岩手日報社長賞

  細谷地 瑠唯 さん（軽米中３年）

　

第
47
回
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」（
国
税
庁
・
全
国
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
主
催
）
で
、
小
軽
米

中
学
校
の
梅
木
志
歩
さ
ん
（
３
年
）

が
岩
手
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

梅
木
さ
ん
の
作
文
は
「
大
切
な
人

の
た
め
に
」
と
題
し
て
、
昨
年
８
月

に
花
の
里
か
る
ま
い
で
行
っ
た
「
ふ

れ
あ
い
体
験
」
を
通
し
て
感
じ
た
税

の
使
い
道
へ
の
思
い
と
、
税
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。
梅

木
さ
ん
は
「
体
験
を
通
し
て
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
大

変
さ
や
老
人
福
祉
施
設
の
重
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。
私
も
お
年

寄
り
や
病
気
の
人
な
ど
困
っ
て

い
る
人
の
役
立
つ
よ
う
に
税
を

納
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

審
査
員
特
別
賞
・
岩
手
日
報
社
長
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

細
谷
地
さ
ん
の
作
文
は
「
昔
と
変

わ
ら
ぬ
、
思
い
」
と
題
し
て
、
日
常

生
活
で
感
じ
た
お
年
寄
り
や
障
が
い

の
あ
る
方
へ
の
差
別
や
偏
見
に

つ
い
て
触
れ
、
お
互
い
の
個
性

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
ま
す
。
細
谷
地
さ
ん

は
「
私
自
身
も
差
別
や
偏
見
が

な
く
な
る
よ
う
に
強
い
心
を

も
っ
て
、
で
き
る
だ
け
多
い
人

と
優
し
い
結
び
つ
き
を
築
い
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
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‐軽米町に元気を届けたい‐

　

演え
ん

劇げ
き

衆
し
ゅ
う

団だ
ん

「
伝で

ん

楽が
く

坐ざ

」
（
大

清
水
文ふ

み

子こ

代
表
）
の
初
め
て
の

単
独
公
演
が
12
月
１
日
、
軽
米

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

方
言
を
交
え
た
せ
り
ふ
と
ユ

ー
モ
ア
満
点
の
シ
ナ
リ
オ
で
来

場
し
た
約
１
０
０
人
の
観
客
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
披
露
し
た
演
目
「
つ
ぶ

や
き
地
蔵
」
は
、
伝
楽
坐
の
皆

さ
ん
が
脚
本
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
。
軽
米
村
を
舞
台
に
、
村
の

出
来
事
を
見
守
り
続
け
て
き
た

地
蔵
と
子
地
蔵
が
、
村
で
起
こ

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
に
温
か
な

言
葉
で
、
村
民
に
一
歩
踏
み
出

す
勇
気
を
与
え
な
が
ら
、
事
件

　

軽
米
ソ
ー
ラ
ン
愛
好
会
（
日

向
日ひ

出で

男お

会
長
、
会
員
数
35

人
）
は
12
月
15
日
、
軽
米
中
央

公
民
館
を
会
場
に
「
軽
米
ソ
ー

ラ
ン
愛
好
会
設
立
10
周
年
記
念

公
演
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

艶
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
メ
ン
バ
ー
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

演
舞
の
「
軽
米
ソ
ー
ラ
ン
」
な

ど
９
曲
を
情
熱
的
な
踊
り
で
披

露
し
、
来
場
し
た
約
１
７
０
人

の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

公
演
に
は
、
創
作
太
鼓
の
会

「
座
・
宇
漢
米
」
や
円
子
よ
さ

こ
い
組
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
、

小
軽
米
よ
さ
こ
い
連
「
月
燦
」

な
ど
、
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
て

き
た
町
内
芸
能
団
体
も
出
演
。

を
解
決
し
て
い
く
物
語
で
す
。

　

劇
中
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

町
の
特
産
や
出
演
者
の
経
営
す
る

店
の
販
売
す
る
商
品
が
せ
り
ふ
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
会
場

は
大
き
な
笑
い
で
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

結
成
か
ら
５
年
が
経
っ
た
演
劇

衆
団
「
伝
楽
坐
」
。
毎
年
、
出
演

し
て
い
る
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、
完
成
度
の
高
い
舞
台

を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。
２
月
に

開
催
さ
れ
る
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
も
出
演
予
定
。
初
の
単
独
公
演

を
成
功
さ
せ
て
、
さ
ら
に
実
力
を

つ
け
て
い
る
伝
楽
坐
の
皆
さ
ん
が

ど
ん
な
舞
台
を
見
せ
て
く
れ
る
の

か
楽
し
み
で
す
。

演劇衆団　伝 楽 坐

出演者やスタッフが力を合わせて作り上げた、初めての単独公演は大成功に終わりました

軽米ソーラン愛好会

軽
米
ソ
ー
ラ
ン
愛
好
会
の
10
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
愛
好
会
は
軽
米
の
祭
り
を
華

や
か
な
出
し
物
で
盛
り
上
げ
た
い

と
２
０
０
３
年
に
結
成
。
花
見
稲

扇
会
会
師
の
赤
坂
イ
ネ
子
さ
ん

（
八
戸
市
）
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
華
麗
な
舞
を
身
に
つ
け
て
き

ま
し
た
。
そ
の
華
や
か
な
踊
り
は

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
引
っ
張
り
だ

こ
。
福
祉
施
設
の
慰
問
活
動
を
精

力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
町
民
講
座
を
通
し

て
、
小
学
生
も
入
会
す
る
な
ど
、

若
い
力
も
加
わ
っ
た
軽
米
ソ
ー
ラ

ン
愛
好
会
。
今
回
の
公
演
を
契
機

に
さ
ら
に
元
気
に
活
動
す
る
姿
を

見
せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

‐仲間とともに 歩んだ 10   年間‐

　いろんな方からのご支援があってこ

こまで来れました。踊りを通して、み

んなの思いが一致団結するところがソ

ーランの楽しさ。今年から町民講座を

通して、小学生も参加しています。私

たちのソーランは激しい踊りではない

ので、子どもから大人の方まで誰でも

楽しめるんです。今回の公演を契機

に、さらに町を元気にできるよう活動

を続けていきたいです。

ソ
ー
ラ
ン
で

　

町
を
元
気
に軽米ソーラン愛好会

代表 日向 日出男 さん

　伝楽坐結成から５年目を迎え、初の

単独公演を開催させていただきまし

た。メンバーは仕事と掛け持ちの中、

なかなか揃って練習もできませんでし

たが、軽米町のために何か一生懸命に

なってやろう、ばかになってやろうと

いうことで取り組んでいます。２月の

生涯学習フェスティバルにも、出場し

たいと思っていますので、そのときに

また会いましょう。

演劇衆団「伝楽坐」

代表 大清水　文子 さん

軽米ソーラン愛好会設立10周年記念公演演劇衆団「伝楽坐」初単独公演

町
の
た
め
に

　

一
生
懸
命
に

１０年間の感謝の思いを込めたソーラン。息の揃った美しい舞で観客を魅了しました
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　図書館ボランティアすずらんの会に

よる「こども図書館まつり」が12月

14日に開かれました。同会の皆さん

によるエプロンシアターや大型絵本の

読み聞かせなどが上演され、参加した

子どもたちは、動きやお話しの内容に

興味津々でした。

音更町だより

昭和60年10月31日姉妹提携

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
に
大
喜

び
の
子
ど
も
た
ち

　閉校校舎など遊休施設の活用について学ぶ「閉校

校舎等の活用と地域づくり講演会」が12月６日に

役場会議室で開催されました。聖徳大学名誉教授の

福留強さんを講師に世界中の遊休施設を活用したま

ちづくりの事例について学びました。福留さんは

「遊休施設は立派な資源です。今がまちづくりのチ

ャンス」と話し、地域に個性に合わせた活用を訴え

ていました。

空き資源を活用しよう
閉校校舎等の活用と地域づくり講演会

資源の有効活用を訴える福留さん

　小軽米中学校（菊池克
かつ

幸
ゆき

校長）の全校生徒35人

は11月22日、岩手県民会館で開催された岩手県中

学校文化祭に出場し、町の郷土芸能を披露しまし

た。生徒たちは地域の保存会の皆さんの指導のも

と、全校生徒一丸となって練習に取り組んできまし

た。男子は迫力の掛け声とともに舞う「小軽米えん

ぶり」を、女子は華やかな浴衣衣装に身を包んで舞

う「伊勢音頭」を披露。会場からは、生徒たちの努

力を称えるように大きな拍手が贈られました。

郷土芸能を県の舞台で披露
県中文祭に小軽米中が出場

　明るい選挙啓発授業が12月19日に晴山小学校の

６年生20人を対象に実施されました。児童たちは

日本の選挙の歴史や制度について学んだ後、「なぜ

選挙をするのか」というテーマで議論を行いまし

た。また、若者の投票率低下について触れると、

「これからはニュースを見て政治に関心を持ちた

い」「20歳になったら絶対選挙に行きたい」と話

すなど、選挙への理解と関心を深めていました。

選挙の意義を考える
明るい選挙推進啓発授業

小軽米中学校と保存会の皆さん

明るい選挙イメージキャラクター「めいすいくん」も登場

　町では、早渡地区に計画されている民間企業（㈱

アルバ開発）による最終処分場建設に関する住民勉

強会を開催しています。12月８日に開かれた３回

目の勉強会には町民ら45人が参加。勉強会の実施

を委託している仕事人倶楽部や㈱アルバ開発の職員

とともに現地を視察しました。最終処分場の建設は

地域住民だけではなく、町全体で考えるべき大きな

問題。参加者は町の未来を考え、「雨水はどのよう

に処理されるのか」や「近くの川への影響はどう

か」など質問をしていました。

最終処分場計画の現地を視察
最終処分場建設住民勉強会

　町立図書館では、０歳児からの読書を支援するブ

ックスタート事業を開始しました。ブックスタート

とは、健康診断などを機会に「絵本」と「絵本を楽

しむ体験」をプレゼントする活動です。今年度に生

まれた幼児を対象に、７ヶ月健診に合わせて、絵本

と読み聞かせのプレゼントを実施します。本事業の

１人目の対象者である山田結大くんへのプレゼント

が12月４日に行われ、結大くんは初めての絵本に

興味津々の様子でした。

０歳からはじめる読書
ブックスタート事業

興味深そうに絵本をみる結大くん

現地を視察する参加者の皆さん

◆皆さんの地域の話題や情報をお待ちしています。
　総務課広報担当（☎４６－２１１１・内線２０６）までご連絡ください

　

岩
手
日
報
杯
争
奪
第
26

回
岩
手
県
北
地
区
オ
ー
プ

ン
少
年
卓
球
大
会
（
岩
手

県
北
地
区
卓
球
連
盟
）
が

12
月
１
日
、
町
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
外
か
ら
延
べ
約
２
０
０

人
が
参
加
。
熱
戦
の
結

果
、
団
体
の
部
で
軽
米
ジ

ュ
ニ
ア
女
子
の
皆
さ
ん
が

優
勝
、
男
子
４
年
生
以
下

の
部
で
屋
敷
大
く
ん
（
笹

渡
小
４
）
が
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

軽米ジュニア女子が団体優勝

団体優勝を果たした軽米ジュニアの皆さん（左から長者森ひより
さん、長者森あかりさん、田代さん、笹山さん、紫葉さん）

第26回県北オープン少年卓球大会

個人では屋敷大くんが優勝

【
町
内
参
加
者
の
上
位
入
賞
者
】

団
体
戦　

女
子
の
部

　

優　

勝　

軽
米
ジ
ュ
ニ
ア

　

（
田
代
明あ

か

莉り

、
長
者
森
あ
か
り
、

　
　

紫
葉
美み

玲れ
い

、
長
者
森
ひ
よ
り
、

　
　

笹
山
さ
く
ら
）

個
人
戦　

男
子
４
年
生
以
下
の
部

　

優　

勝　

屋
敷　

大や
ま
と（

笹
渡
小
４
）

　

第
５
位　

池
端　

皇こ
う

（
晴
山
小
４
）

個
人
戦　

男
子
６
年
生
の
部

　

第
５
位　

池
端　

蓮れ
ん

（
晴
山
小
）

個
人
戦　

女
子
４
年
生
以
下
の
部

　

第
３
位　

長
者
森
ひ
よ
り
（
晴
山
小
４
）

　

第
５
位　

笹
山
さ
く
ら
（
晴
山
小
４
）

個
人
戦　

女
子
６
年
生
の
部

　

第
３
位　

田
代
明
莉
（
晴
山
小
）

　

第
５
位　

紫
葉
美
玲
（
晴
山
小
）

　

第
５
位　

長
者
森
あ
か
り
（
晴
山
小
）

　
　

（
敬
称
略
）

男
子
４
年
生
以
下
の
部
で
優
勝
し
た
屋
敷
く
ん
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今
月
の
俳
句
（
北
光
吟
社
11
月
例
句
会
）

笑 顔 あ つ ま れ ！　 み ん な の 広 場

　

軽
米
高
校
を
卒
業
後
、
昨
年
４

月
か
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
キ
ン
軽
米

に
就
職
し
た
大
下
さ
ん
。「
仕
事

は
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
で
大

変
で
す
が
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
」
と
笑
顔
で
働
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
自
分
の
性
格
を
一
言
で
言
う
と
？

　

周
り
の
人
か
ら
は
お
っ
と
り
し
て

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
実
は
短
気

な
ん
で
す
。

Ｑ
、
今
の
職
業
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　

地
元
に
就
職
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
家

で
家
事
を
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の

で
、食
の
安
心
・
安
全
に
関
心
が
あ
っ

た
の
で
、
地
元
の
安
心
で
き
る
食
を

提
供
し
た
い
と
今
の
職
場
に
就
職
し

ま
し
た
。
仕
事
は
単
純
作
業
だ
け
で

は
な
く
、
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
も
多
い
の
で
大
変
で
す
が
、
そ
の

分
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。

キキ
ララ

ララ

キキ

るるるるるるるるる光光

※
町
文
化
協
会
「
北
光
吟
社
」
の
例
句
会
よ
り
俳
句
を
紹
介
し
て
い
ま
す

大下　春花 さん
（19歳、笹渡）

身長150㌢、おひつじ座

フレッシュチキン軽米㈱

Ｑ
、
趣
味
や
休
日
に
や
る
こ
と
は
？

　

今
は
パ
ズ
ル
に
は
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
１
週
間
で
３
つ
ぐ
ら
い
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
冬
に
は
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
は
じ
め
て
み
た
い
で
す
。

Ｑ
、
あ
な
た
の
夢
は
？

　

結
婚
し
て
、
幸
せ
な
家
庭
を
築
き

た
い
で
す
ね
。
あ
と
動
物
が
好
き
な

の
で
ペ
ッ
ト
を
飼
い
た
い
で
す
。

Ｑ
、
町
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

自
然
が
多
い
の
が
い
い
で
す
ね
。

釣
り
と
か
外
で
遊
ぶ
の
が
す
き
な
ん

で
す
よ
。

▼
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
…
弟
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
す
る
の
が
好
き
で
す
。

▼
好
き
な
色
…
ピ
ン
ク

▼
好
き
な
花
…
桜

▼
好
き
な
食
べ
物
…
肉
と
甘
い
も
の

▼
理
想
の
異
性
の
タ
イ
プ
…
印
象
が
強

い
面
白
い
人
。
芸
能
人
で
い
う
と
ゴ
ー

ル
デ
ン
ボ
ン
バ
ー
の
歌
広
場
淳
さ
ん
。

爽
や
か
な
大
聖
堂
の
挙
式
か
な

爽
や
か
な
大
聖
堂
の
挙
式
か
な

三
上　

千
栄
女

三
上　

千
栄
女

冬
の
駅
老
を
我
が
身
に
重
ね
た
る

冬
の
駅
老
を
我
が
身
に
重
ね
た
る

川
崎　

郁
子

川
崎　

郁
子

定
年
の
な
き
農
な
り
し
秋
仕
舞

定
年
の
な
き
農
な
り
し
秋
仕
舞

千
葉　

紅
園

千
葉　

紅
園

い
ち
ご
苗
の
霜
柱
踏
み
孫
想
ふ

い
ち
ご
苗
の
霜
柱
踏
み
孫
想
ふ

中
田　

紀
子

中
田　

紀
子

薪
ど
ん
と
積
み
て
山
家
の
冬
に
入
る

薪
ど
ん
と
積
み
て
山
家
の
冬
に
入
る

松
村　

英
子

松
村　

英
子

湯
宿
へ
と
急
ぐ
径
の
草
紅
葉

湯
宿
へ
と
急
ぐ
径
の
草
紅
葉

中
野　
と
き
子

中
野　
と
き
子

東
京
に
凩
一
号
吹
く
日
か
な

東
京
に
凩
一
号
吹
く
日
か
な

丹
下　

美
恵
子

丹
下　

美
恵
子

愛
犬
の
背
中
の
上
の
落
葉
か
な

愛
犬
の
背
中
の
上
の
落
葉
か
な

川
島　

由
蔵

川
島　

由
蔵

亡
母
記
す
大
根
漬
け
を
ま
ね
て
み
し

亡
母
記
す
大
根
漬
け
を
ま
ね
て
み
し

早
川　

慶
子

早
川　

慶
子

軽
米
の

　

埋
も
れ
し
宝 

61

～
縄
文
の
遺
跡
⑱

　
　
　
　
　
　
　

糀
口
Ⅰ
遺
跡
～

宝

糀口Ⅰ遺跡の縄文早期の竪穴住居跡
写真提供：（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化

財センター

■夢・希望・えんぴつ■

　晴山小学校６年　晴山小学校６年

池端　蓮
れん

 さん（横枕）

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
菊
農
家
に

な
る
こ
と
で
す
。
ぼ
く
の
お
父
さ
ん

は
、
二
代
目
な
の
で
、
ぼ
く
が
継
ぐ

と
三
代
目
に
な
り
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
小
さ
い
時
か
ら
お
父
さ

ん
が
し
て
い
る
菊
の
仕
事
を
見
て
き

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、「
ぼ
く
の

お
父
さ
ん
の
仕
事
が
や
り
た
い
な
。

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
そ
う
だ

な
。」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
の
こ
ろ
は
、
何
も
で
き
な
く
て

足
手
ま
と
い
に
な
る
だ
け
で
し
た
。

し
ま
い
に
は
、
勝
手
に
機
械
を
い
じ

り
、
お
こ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
仕
事
場
に
行
く
の

が
楽
し
み
で
し
た
。
何
度
も
通
っ
て

い
る
う
ち
に
、
い
ろ
ん
な
事
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
実

際
に
や
っ
て
み
ま
し
た
。
予
想
以
上

に
で
き
、
自
分
で
も
驚
き
ま
し
た
。

今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
で
き
な
い
仕
事
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
の
仕
事
を
も

っ
と
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
し
っ
か
り
と
お
父
さ
ん
が
や
っ

て
い
る
こ
と
を
目
に
焼
き
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
お

父
さ
ん
と
一
緒
に
働
き
、
家
族
の
役

に
立
ち
た
い
で
す
。
そ
れ
ま
で
、
お

父
さ
ん
に
元
気
で
い
て
も
ら
い
、
ぼ

く
の
成
長
し
た
姿
を
見
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

ぼ
く
の
目
指
す
将
来
の
夢

　

晴
山
地
区
の
国
道
３
４
０
号
道
路
改

良
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
遺
跡
で
一
番

西
に
位
置
す
る
の
は
、
晴
山
小
学
校
の

５
０
０
ｍ
西
の
糀

こ
う
じ

口ぐ
ち

Ⅰ
遺
跡
で
す
。

　

平
成
２
年
に
東
西
３
５
０
ｍ
、
幅
10

～
20
ｍ
、
計
約
４
千
５
百
㎡
に
つ
い
て

発
掘
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
縄
文
時
代
の

竪
穴
住
居
１
棟
、
土
坑
９
基
、
陥
し
穴

状
遺
構
２
基
、
そ
し
て
古
代
の
竪
穴
住

居
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
縄
文

時
代
の
遺
物
は
、
早
期
中
葉
～
末
葉
、

後
期
～
晩
期
の
土
器
・
石
器
が
少
量
出

土
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
区
の
西
端
で
見
つ
か
っ
た
縄
文

時
代
の
竪
穴
住
居
跡
は
、
長
さ
４
２
５

cm
、
幅
２
６
７
～
３
４
４
cm
の
不ふ

せ

い整

楕だ
え
ん
け
い

円
形
を
し
て
い
ま
す
。
竪
穴
の
深
さ

は
24 

cm
と
浅
く
、
床
面
積
は
お
よ
そ

7.8
㎡
（
畳
約
５
枚
分
）
と
小
規
模
で
す

（
写
真
）。
住
居
内
に
炉
の
跡
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
竪
穴
の
壁
際
に
は
、
直
径

30 

cm
、
深
さ
11
～
22 

cm
の
柱
穴
が
北
側

に
３
基
、
南
側
に
６
基
並
ん
で
い
ま
す
。

　

住
居
の
床
面
か
ら
出
土
し
た
土
器
７

点
は
、
表
と
裏
側
に
縄
文
が
施
さ
れ
た

表
裏
縄
文
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
縄
文

時
代
早
期
後
葉
（
約
７
千
年
前
）
に
位

置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
晴
山
地
区
で
は
最

も
古
い
住
居
跡
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
床
面
か
ら
は
、
石
鏃
・
石
匙
・

掻そ
う

器き

・
凹

く
ぼ
み

石
・
磨す

り

石
な
ど
実
用
的
な
石

器
類
も
多
種
出
土
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
場
所
で
縄
文
時
代
で
も
古
い
頃
に

定
住
生
活
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
時
期
は
「
縄
文
海
進
」
が
始
ま

り
、
現
在
と
同
じ
く
ら
い
暖
か
く
な
っ

た
頃
で
す
。
温
暖
化
に
よ
る
食
料
の
増

加
に
よ
っ
て
か
、
こ
れ
以
降
遺
跡
の
数

も
徐
々
に
増
え
始
め
て
い
き
ま
す
。

　

糀
口
を
拠
点
と
し
、
大お

お

堤
つ
つ
み

～
皀さ

い

角か

子ち

久く

保ぼ

遺
跡
周
辺
を
縄
張
り
と
し
た
縄
文

人
が
、
喜
々
と
し
て
大
自
然
の
恵
み
を

収
穫
し
て
い
た
光
景
が
浮
か
ん
で
き
ま

す
。（

教
育
委
員
会
学
芸
員　

藤
田
直
行
）
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お役立ち情報

ー今 月 の 新 刊ー

　枝にぶら下がったま
ま眠るヒョウやアライ
グマ、おじさんみたい
な寝姿のカンガルーや
ライオンなど…。なか
なか見られない動物た
ちの寝ている姿にほの
ぼのする写真集です。

　28 歳にして、帝の妃である中
宮定子に仕えることになった清
少納言。宮中の雰囲気に馴染め
ずにいたが、才能を認められそ
の存在感を増していく。やがて
一族の権力争いに巻き込まれ…。

【児童書】 【一般書】

　身近な食材である海苔は、
どこでどのように作られてい
るのでしょうか？海苔の「た
ね」が育ち、やがてぱりぱり
の海苔が出来上がるまでをわ
かりやすく紹介します。

ぶん/シャーリー・パレントー　
え/デイヴィッド・ウォーカー　やく/福本友美子

（
パ
イ 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

（
角
川
書
店
）

　“さあ、おふろの時間だよ
～”ちゃいくまちゃんがみんな
を呼びます。でも、おふろがき
らいなくまちゃんたちは逃げて
いっちゃった…。ちゃいくまち
ゃんは、どうするのかな？

書館だより図 町立図書館（☎４６－４３３３）

（
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
）

（
岩
崎
書
店
）

はなとゆめ

おふろのくまちゃん 休息びより

著/冲方丁

今月の図書館ひろば
日時：１月25日 10：00 ～ 11：00
場所：図書館となりの蔵

「スタッフとの絆が支え」
兼田さん夫婦の介護生活を紹介

目 地域包括支援センター（☎４６－４１１１）
指そう！はつらつ人生

　「いつもスタッフの皆さんが優しく支援し

てくれました」と在宅介護生活について、お

話をしてくれたのは兼田ヨミさん（76歳、河

北）。ヨミさんは寝たきり状態の夫・直友さん

（84歳）と２人暮らしです。直友さんは平成

14年に発症した脳梗塞の影響で左半身まひを

患い、平成16年から寝たきりの生活をしてい

ます。現在は、経管栄養や血糖値の検査などて

きぱきとこなすヨミさんも「はじめは急に具合

が悪くなったりと不安な毎日でした」と当時を

振り返ります。「自分ひとりではやって来れな

かった。スタッフの皆さんのサポートのおか

げ」と感謝を口にします。取材の日は、サービ

ス担当者会議が開かれ、スタッフの皆さんと

兼田さん夫婦（前列左の２人）とスタッフの皆さん

　110番は、「犯人が逃げたばかり」、「たった

今交通事故を起こした」などの、緊急の事件事故

を受け付ける緊急通報用ダイヤルです。

　困り事相談や問い合わせは、二戸警察署（☎
29-0110）、軽米駐在所（☎46-2004）、警察

本部の相談専用ダイヤル「#9110」または（☎
019-654-9110）をご利用ください。

～110番通報の適切な利用について～

二戸警察署軽米駐在所（☎４６－２００４）

活安全の森生

健康福祉課
保健師

中里　祥子

～ 生 活 習 慣 病 か ら 身 を 守 る た め に ～

丈夫に丈夫に
育つ育つ

元気に元気に
働く働く

健やかに健やかに

過ごす過ごす 健康福祉課（☎４６－４１１１）

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

※広報かるまい広報かるまいではでは、町内の業者、町内の業者などなどからの広告をからの広告を掲載しています掲載しています

※（累計）は１月からの合計です。見直しにより前月の数値と異なる場合があります

11月の事故と救急の数字

▼町内の交通事故、救急車出動回数
当月 累計 昨年比

人 身 事 故 １件 ４件 －６

死 亡 者 ０人 ０人 ±０

負 傷 者 １人 ５人 －６

物 損 事 故 13件 134件 ＋６

救急車出動回数 31回 355回 －９

雑穀弁当・仕出し・宴会

　　食事処 内まる屋（℡４６－２３１８)
兄さんの18番

　クリスマスやお正月が終わり、心だけでなく

体重も満たされた方が多いのではないでしょう

か？この時期は夏に比べて体を動かす機会が減

り、体重が増加する方が多いようです。

　体重は、増やすのは簡単でも減らすのは難し

いものです。適正体重を超えた状態の「肥満」

は、脳卒中や糖尿病などを含めた生活習慣病の

一因となります。自覚症状がほとんどないのが

生活習慣病の怖いところですが、普段の生活を

ダッタンそば粉入り

｢そばかっけピザ｣

謹賀
新年

少しでも見直し、気を付けることで予防につな

がります。

　例えば、鍋がおいしいこの季節は野菜をたく

さん入れた鍋にする。腹八分目を心がけること

もおすすめです。間食も量を減らすなど、内容

を見直してみましょう。無理なく、継続するこ

とが大事なポイントです。自分に合った体重を

維持するため、自分に合った方法を見つけまし

ょう。

のりができるまで

対象：幼児
　　　小学校低学年

（問）㈱軽米町産業開発(℡46-4222)

（問）ミル・みるハウス(℡47-1030）

好評発売中

10％果汁さるなしドリンク

ミル・みるハウスのおすすめメニュー

とりてん丼　420円

■１１０番通報のポイント■

◆１１０番のしくみ・・・県内どこからかけても、

　一旦、盛岡市の岩手県警察本部にある「通信指令

　課」につながります。

◆上手なかけ方６つのポイント

　・何があったのか…「○○事件」、「交通事故」など

　・どこで…軽米町大字○○字○○番地、近くの目標と

　　なる建物など

　・いつ…「たった今」、「○分くらい前」など

　・犯人は（相手は）…人数、人相、服装、車のナンバ

　　ー、色など

　・今どうなっている…現場の様子、けが人の状態など

　・通報者の住所、氏名、電話番号など

日々の生活の注意事

項や介護計画の話し

合い、福祉用具の確

認などが行われまし

た。スタッフとの絆

が兼田さん夫婦の生

活を支えています。

笑門来福　家内安全　国士無双
一気通貫　焼肉定食　鍋焼饂飩
雑穀定食　商売繁盛

　いち（１）早く
　いそ（１）がず慌てず
　れい（０）静に

ど

▼ 11月の飲酒運転検挙者はありません

スタッフの皆さん（敬称略）
【前列右から】 ▼ 畑澤栄功（健康ふれ

あいセンター、訪問入浴） ▼女ヶ沢美

智子（くつろぎの家、ケアマネジャー）

【後列右から】 ▼ 松村慶一（軽米タク

シー） ▼藤田美枝子（健康ふれあいセ

ンター、訪問入浴） ▼大平義子（健康

ふれあいセンター、訪問入浴） ▼平舟

正人（介護センターカシオペア）
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好評発売中
軽米町産さるなし100%使用

さるなしの雫
（甘口、リキュール）

500ml ￥1,260（税込み）

販売元・お問い合わせ
　リカー＆フーズこばやし(℡46-2059)

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

お知らせお知らせ
情　報情　報
Information

北いわて食の交流事業支援ツアー

（11月16日、町農環センター）

玉姫グループ

葬儀・法要専門会館
24時間受付　電話46-4109

スナップ写真館スナップ写真館

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

もしもの時に備えてますか？
3,000×80回で大きな安心　玉姫グループ互助会　会員募集中

宿泊室完備･･･24時間いつでも病院から直接入室できます。
お年寄りの方や、お体の不自由な方にも対応したバリアフリー施設です。

軽米セレモニーホール
岩手県九戸郡軽米町大字上舘１５－１３０－１

　※広報かるまい広報かるまいではでは、町内、町内のの業者業者などのなどの広告を広告を掲載しています掲載しています

盛岡駅発着のバスツアー
県内から多くの参加者が
盛岡駅発着のバスツアー

　

小原内科医院
（☎23-3410）

二戸市
石切所

岩渕歯科医院
（☎32-2238）

一戸町
一　戸

ふくもりたこどもクリニック
アレルギー科（☎22-2230）

一戸町
一　戸

ぽっぽ歯科クリニック
（☎31-1182）

一戸町
一　戸

藤田内科
（☎38-2772）

二戸市
浄法寺

国香歯科医院
（☎23-2223）

二戸市
福　岡

二戸クリニック
（☎25-5770）

二戸市
石切所

渡辺歯科医院
（☎23-2052）

二戸市
堀　野

すがわら消化器内科
（☎23-2879）

二戸市
福　岡

阿部歯科クリニック
（☎25-4182）

二戸市
福　岡

１月19日（日）

26日（日）

２月２日（日）

９日（日）

11日（火）

休日当番医 歯科(9:00～12:00)内 科(9:00～17:00)

北方領土返還要求
岩手県大会開催

　わが国固有の領土である北方

四島は、戦後68年を過ぎた現在

も、未だロシアに不法に占拠さ

れたままとなっています。早期

返還の実現に向けて、国民世論

の更なる高揚を図るため、全国

的な北方領土返還要求運動の展

開が望まれています。そのた

め、本県においても以下のとお

り北方領土返還要求岩手県大会

を開催します。ぜひご参加くだ

さい。

■日時　２月３日（月）

　　　　13時30分～15時30分

■場所　二戸市民文化会館

■対象　どなたでも参加無料

　　　　（事前申込も不要）

■内容　

　記念講演「北方領土問題の解

決に向けて（仮称）」（北海道

大学岩下明裕教授）ほか

　パネル展：1月21日(火)～２

月３日(月)に二戸市民文化会館

で、北方領土の概要や返還運動

の経緯などをわかりやく解説し

たパネル展も開催します。

【問い合わせ先】北方領土返還

要求運動岩手県民会議（事務

局：岩手県政策地域部NPO・文

化国際課内☎０１９－６２９－

５１９９）

雑穀を使った料理や
（写真は雑穀ドレッシングを使った冷しゃぶ）

高級食材・まつたけを使った土
瓶蒸しの料理を体験しました

参加者からは大好評の味でした

岩手県特定（産業別）
最低賃金が改正されます

　岩手県特定（産業別）最低

賃金が、平成25年12月28日

（一部産業は平成26年２月１

日）に改正されました。

○岩手県内で働く５産業の労

働者に適用されます。

○賃金額が改正額を下回って

いる場合は、発効日から、改

正額以上となるよう賃金額を

改正する必要があります。

○詳細は、岩手労働局ホー

ムページ（http://iwate-

roudoukyoku.jsite.mhlw.

go.jp/）をご覧ください。

【問い合わせ先】岩手労働局

労働基準部賃金室（☎０１９

－６０４－３００８）

元気のひとしずく
平成25年度産

山ぶどう（原液100％）
　今年もあま～く、優しく登場しました。

　おみやげ、贈り物にどうぞ。町内各商店、ミルみる

ハウス、軽米町産業開発で取り扱っています。

【お問い合わせ】荒澤山ぶどう園(☎46-2430)

◎法律相談（要予約）

■日時　２月 12 日 ( 水）、25 日 ( 火 )

　　　　10：00 ～ 15：00

■場所　二戸消費生活センター

【申し込み・問い合わせ先】二

戸消費生活センター（☎２３－

５８００）

◎お金と暮らし相談（要予約）

■日時　２月７日（金）

　　　　10：00 ～ 16：00

■場所　二戸消費生活センター

【申し込み・問い合わせ先】二

戸消費生活センター（☎２３－

５８００）

◎多重債務相談（要予約）

■日時　２月 18 日（火）　

　　　　10：00 ～ 15：00

■場所　二戸消費生活センター

【申し込み・問い合わせ先】二

戸消費生活センター（☎２３－

５８００）

◎出張消費生活相談

■日時　２月６日（木）

　　　　10：00 ～ 12：00

■場所　軽米町役場内

【問い合わせ先】二戸消費生活

センター（☎２３－５８００）

または町民生活課・町民生活グ

ループ（☎４６－４７３４）

お気軽にご相談ください

九戸政実まちおこしフォー
ラム2014北いわての乱

　時は戦国時代末期、天下人豊

臣秀吉に抗い6万5千の大軍に一

歩も退かなかった武将九戸政実

の精神を今に伝え、地域の復興

に取り組むためのフォーラムを

開催します。皆様の参加をお待

ちしております。

■日時　２月15日（土）

　　　　午後2時30分～

■会場　二戸パークホテル

■内容

　小説「天を衝く」の作者・高

橋克彦さんとIBCアナウンサー

村松文代さんによる対談や、

「現代の九戸政実クン」総選挙

結果発表、福岡高校音楽部・伊

保内高校郷土芸能委員会競演、

仙台市伊達武将隊演舞など盛り

だくさんのフォーラムです。

■参加方法

　入場券（500円・交流会参会

者4,000円）をお近くの役場・

商工会・二戸地域振興センター

などでお求めください。楽しい

九戸政実お土産品付です。

【チケット購入・問い合わせ先】

二戸地域振興センター（☎２３

－９２０１）、軽米町役場総務

課（☎４６－２１１１）

参加者募集！自動車の検査
登録手続きはお早めに

　毎年、自動車の検査・登録

手続きが３月に集中し、窓口

や車検場が大変混雑します。

手続きはできるだけ２月中に

済ませましょう。また、車検

は有効期限の１ヶ月前から受

けられます。

■受付時間　

　８：45～12：00、13：00～

16：00（土日祝除く）

【問い合わせ先】自動車登

録、検査テレホンサービ

ス（☎０５０－５５４０－

２０１０）、軽自動車につい

ては軽自動車検査協会岩手事

務所（☎０１９－６３９－

８０１１）

16 木

17 金
はつらつ教室【ふ】10：00～11：30、【晴山
出張所】13：30～15：00

18 土

19 日

20 月

21 火 全血献血【町内各地】

22 水 介護者のつどい【防災センター】13：30～15：00

23 木

24 金

25 土

26 日
町民スキー教室【八幡平パノマラ＆下倉ス
キー場】８：20～18：00
休日と夜間の納税相談【税務会計課】（～28日）

27 月

28 火
はつらつ教室【米田農業構造改善センター】
10：00～11：30

29 水

30 木

31 金
町税の納期限（町県民税第４期、国民健康保
険税第７期）

1 土

2 日 町長杯争奪卓球選手権【体】９：00～

3 月

4 火

5 水 乳児健診【ふ】13：00～13：30受付乳児健診【ふ】13：00～13：30受付

6 木

7 金

8 土

9 日 生涯学習フェスティバル【環】９：00～

10 月

11 火 【建国記念の日】

12 水

13 木

14 金
はつらつ教室【公】10：00～11：30、【晴山
出張所】13：30～15：00

15 土

町のこよみ町のこよみ・かるまいカレンダーかるまいカレンダー

２月　February

 （カレンダー中の【　】は開催場所で下記のとおり表示します）

体 :町民体育館　環 :農村環境改善センター　公 :中央公民館　

図:町立図書館　病:県立軽米病院　ふ:健康ふれあいセンター　

老:老人福祉センター　フ:雪谷川ダムフォリストパーク・軽米　

ミ :ミレットパーク　歴 :歴史民俗資料館　ハ :ハートフル・ス

ポーツランド　運:町営運動場　ゲ:ゲートボール場　

１月　January
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１

冠婚葬祭　11月分
＜ 敬 称 略 ＞

七 ツ 役 杉 浦 侑
ゆ

珠
ず

（徹・知恵美）

竹 谷 袋 山野下　心
み

　結
ゆ

（利樹・綾子）

萩 田 下 田 陽
はる

翔
と

（勝幸・慶子）

上 新 町 中 家 ミ ワ （89歳）

上 晴 山 小野寺　カ　ヨ （88歳）

民 田 山 田 澤 勝 幸 （69歳）

観音林南 内 城 正 三 （80歳）

上 新 町 松 浦 ト キ （85歳）

竹 谷 袋 山　下　マツヱ （81歳）

民 田 山 蛇 口 ト キ （78歳）

上増子内 松 山 ト ヨ （98歳）

下 河 南 中 野 ハ ル （84歳）

おめでた （　）内は父母の名

●人の動き ＜平成25年11月30日現在／町民生活課調べ＞

 男　 4,973人(±０) / 女　5,249人（＋２)

合計 10,222人(＋２) / 世帯数 3,788(＋６)

転入　17人（163人）/ 転出　９人（276人）

出生　３人（36人） / 死亡　９人（122人）

※（　）は１月からの累計

※（　）は前月比

※お名前が俗字であっても正字で記載される場合
　がありますので、ご了承ください。

おしあわせに

｛ 尾田川　隆　臣 （門　前）

鎌 田 有 紀 （花巻市）

｛ 藤　川　　徹　 （元屋町）

荒 川 ひ ろ （元屋町）

｛ 宇　部　　誠　 （久慈市）

兼　田　　翠　 （沢　田）

｛ 浅 沼 利 彦 （本　町）

下 坪 文 乃 （二戸市）

　ほ　っ　と　ひ　と　い　き ／　編　集　後　記
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あ
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。
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、

本
年
こ
そ
は
適
正
な
体
重
に

し
、
さ
ら
に
親
し
み
や
す
い

広
報
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（
関
向
）

（　）内は享年おくやみ

（両親から一言）
　かぜをひかずに元気に育ってね

　愛称：さきちゃん

（沢田）翔太さん・亜希子さんの長女

兼田　咲希 ちゃん（２歳２カ月）

サ ン タ さ ん が 来 た ～

　12月20日、軽米保育園ではクリスマス会が開催さ

れていました。園児たちが先生の紙芝居を見たり、

お遊戯を披露したりクリスマスを楽しんでいると、

会場の外から鈴の鳴る音が聞こえてきます。その音

の正体はなんとサンタさん。園児たちは、サンタさ

んから、一足早いクリスマスプレゼントを受け取る

と一年間よい子でいることを約束していました。

「
サ
ン
タ
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
」
軽
米
保
育
園
の

み
ん
な
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

　笑顔が素敵なさきちゃん。ダン

スや消防車が大好きです。

す

こ

や

か

さ

ん

す

こ

や

か

さ

ん

我
が
家
の
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気
者

平成26年

１月号

（№658）

発
行
／
岩
手
県
軽
米
町　
　

編
集
／
総
務
課

〒
0
2
8-

6
3
0
2　

九
戸
郡
軽
米
町
大
字
軽
米
10-

85

電　

話　

０
１
９
５-

４
６-

２
１
１
１
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
９
５-

４
６-

２
３
３
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.tow

n.ka
rum

a
i.iw

a
te.jp/


